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１．はじめに  

 高水圧下でのシールド工法掘進にあたり,シールド機の止水性を確保することは必須である．特にテールブ

ラシにおいては裏込め材の侵入や地下水の侵入が懸念されるため，テールブラシ間にテールグリスを充填して

止水性を確保することは重要である．そこで，市販される多種のテールグリスについて基礎性能確認実験を実

施し，高水圧下への適用性を確認した．本報は，その基礎性能確認実験結果より得られた知見について報告す

るものである. 

２．テールグリス基礎性能確認実験の概要 

実験は，表－1に示すように，テールブラシ間に充填するテールグリス（以下グリス）として全６種類を選

定し，①目詰まり性能，②希釈性，③圧送性，④油分離性，⑤温度による性能差の５項目を同表に示す方法に

より確認した. 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３．テールグリス基礎性能確認実験結果 

（１）テールグリスの止水（目詰まり）性能試験 

 試験はまず標準温度 20℃でメッシュサイズ#14，#16，#18 に

ついて実施した（表－2）．その結果，メッシュサイズ#14 でテー

ルグリスの種類による性能差が明確になったため，試験温度

10℃，30℃については#14 のワンサイズのみで実施した．ま

た,20℃の試験温度で止水性に劣る F と計測不能の D は除外し，

同種メーカーである Aと B については Bのみ実施した． 

結果は図－1のとおりで，温度が低いほど水が流出するまでの

時間が長くかかった．このうちBと Eが他に比べて優れており，

特に E が 20℃で 0.9MPa の水圧を 600 秒，30℃で 0.5MPa の水圧

を 400 秒耐える結果となった. 
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表－2 止水（目詰まり）性能試験結果 
単位：MPa 

試験温度 サイズ A B C D E F
10℃ #14 ー 0.7 0.3 ー 1.5 ー

#14 0.5 0.5 0.3 計測不能 0.9 0
#16 0.7 1.5 0.5 計測不能 1.5 0
#18 1.5 1.5 1.5 計測不能 1.5 0.3

30℃ #14 ー 0.5 0.3 ー 0.5 ー

20℃

 

表－1 テールグリスの性能確認項目および方法 

図－1 止水（目詰まり）性能試験結果 
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（２）水に対する希釈性試験 

図－2 に示すように，鉱物系の F は水への希釈性を示

したが，その他は水に対する希釈性は認められなかった． 

（３）グリスの圧送性試験（図－3） 

グリスの圧送性試験は,２種類の配管径（1/2B,3/4B）

で実施した．グリスの圧送性（近似曲線の傾きで評価）

は，配管径の違いによっても結果は変わらず，F が優れ

るが B から D はほぼ同等であった．A は他と比較して圧

送性が低い.またいずれの配管の場合も，放置前と比べ，

18 日放置後はグリス吐出量の低下および圧力損失の増

大が確認されたが圧力損失においては Bがやや優れてい

る結果となった．なお，E については手詰め用のグリス

であるため圧送するには制御が必要であるため本試験

からは除外した． 

（４）グリスの油分離性（離油度）試験（図－4） 

A，B，E は離油度が 0.20～0.30％以内と小さいことが

確認された．止水性能試験で油の分離が観察された Dは，

離油度の値も 4.19％と最も大きく，両者の結果には関連

性が認められた.  

（５）温度によるグリス硬さの特性（ちょう度試験） 

グリスは温度が高いと軟らかくなり，低くなると固く

なる傾向にある．その特性を確認するためにちょう度試

験をおこなった（図－5）．F については水に対する希釈

性に劣るため本試験からは除外した．表－3 に示すちょ

う度の目安では 10～30℃の常温域は，200～230 程度で

「やや硬い」～「硬い」の範囲となる． Eについてはす

べての温度で他に比べて 20 程度低い（硬い）結果とな

った．一方，B の 0℃ちょう度は，他の材料に比べ突出

して硬い結果となった．見た目も「硬いアイスクリーム

状」であることが確認できた．よって，このグリスの性

能によって，低温環境下においても，出水リスクの回避

が期待できる．硬いグリスは，止水性を確保するには効

果的である反面，流動性が悪くなる傾向があるため，材

料選定の際は周辺温度や注入ポンプ性能などを考慮す

る必要がある. 

４． まとめ  

今回の実験で 6種類のテールグリスの特性を確認した．テールグリスの止水性能と充填性能は相反関係にあ

るため，テールグリス選定にあたっては使用環境（気温），ポンプ能力，配管仕様など総合的に判断する必要

がある．また，今回の実験で材料 Bは 0℃以下になると硬くなるという知見が得られたので，高い止水性が求

められる施工条件での安全性向上に向けた展開が期待される．今回得られた知見が，今後のシールド工事にお

いて止水対策の一助になれば幸いである． 

初期 7日 14日 28日 35日
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図－2 希釈性試験結果（F） 

種別 A B C D E

写真

離油度 0.30% 0.20% 1.70% 4.19% 0.26%

図－4 離油度試験結果 

表－3 ちょう度の目安 

図－3 グリスの圧送性試験結果 

図－5 ちょう度試験結果 
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